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2026年春から初夏にかけて、ヤマメ放流、カワウ対策、試験放流、情報発信を重ねながら、小菅川キャ

ッチ&リリース区間の渓流魚資源を守る取り組みを進めました。皆さまの応援と情報提供が、現場の活

動を支える大きな力になっています。
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01 はじめに

「yamame to asobu」プロジェクトは、山梨県

小菅村・多摩川源流部を流れる小菅川を舞台に、

『人と川がつながるきっかけづくり』をテーマ

として活動しています。

小菅村漁協公認リバーキーパーとして、小菅村

漁協と連携しながら、ヤマメ放流活動、カワウ

対策活動、環境保全活動、情報発信活動、地域

交流活動を継続しております。

本報告書では、2026年4月から6月に実施した活

動についてご報告いたします。

KEY MESSAGE
小さな一歩が未来を創る。活動の一つひとつを、次の世代へつながる小菅川の未来へ。
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02 活動総括

2026年春から初夏にかけて、プロジェクトでは

ヤマメ放流活動とカワウ対策活動を中心に取り

組みを進めてまいりました。

4月にはヤマメ幼魚放流会を開催し、多くの皆

さまにご参加いただきました。また、小菅川キャ

ッチ&リリース区間では、案山子、黒テグス、

キラキラテープ、監視活動による複合的なカワ

ウ対策を継続し、6月には案山子10体体制とな

りました。

さらに、ニジマス試験放流による効果検証や情

報収集活動も実施し、渓流魚資源保全に向けた

取り組みを進めています。

KEY MESSAGE
皆さまからいただいた応援やご協力が、小菅川の未来を守る活動へとつながっています。
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03 ヤマメ幼魚放流会

2026年4月4日、小菅川キャッチ&リリース区間にてヤマメ幼魚放流会を開催いたしました。

皆さまからいただいた寄付金とプロジェクトTシャツによる放流資金を活用し、ヤマメ幼魚（約

5-10cm）約7kgを放流いたしました。

放流活動について

放流は、漁業法に基づき、第5種共同漁業権の免許を有する漁協によって行われるものです。

本活動は、「yamame to asobu」が小菅村漁協公認リバーキーパーとして活動していることを前提

に、放流実施時には、小菅村漁協の指導および役員立会いのもと、安全かつ適切に実施しておりま

す。
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04 カワウ対策活動

小菅川キャッチ&リリース区間では、案山子、

黒テグス、キラキラテープ、監視活動、情報収

集活動を組み合わせた複合的なカワウ対策を実

施しております。

2026年6月現在、金風呂河原エリアに5体、ほう

れん坊下エリアに5体、合計10体の案山子を設

置しました。

また、黒テグスの追加設置、キラキラテープの

増設、定期的なメンテナンスを継続しています。

自然との共存を目指しながら、野生動物と渓流

魚資源とのバランスを考えた取り組みを進めて

います。

KEY MESSAGE
単独の対策ではなく、人の気配、視覚的な揺らぎ、飛来ルートの遮断を組み合わせることが

重要です。
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05 ニジマス試験放流による効果検証

2026年5月17日、ほうれん坊下エリアにてカワ

ウ対策効果の確認を目的とした試験放流を実施

しました。

放流したニジマスは計10kgです。内訳は、プロ

ジェクトTシャツ販売による放流資金5kg、小菅

村漁協ご協力による放流5kgとなります。

近年、このエリアではニジマス放流は行われて

いませんでしたが、今回はあくまでカワウ対策

効果確認のための試験放流です。

今後も魚の残存状況やカワウの動向を確認しな

がら、効果検証を進めてまいります。

KEY MESSAGE
放流後の釣果情報、魚影情報、カワウ飛来情報が、次の判断材料になります。
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06 案山子10体体制へ

2026年6月6日、ほうれん坊下エリアへ新たに案

山子1体を追加設置しました。

これにより、金風呂河原エリア5体、ほうれん

坊下エリア5体、合計10体の案山子体制となり

ました。

設置後には黒テグスやキラキラテープのメンテ

ナンスも実施しました。各淵では魚影も確認さ

れ、尺クラスのヤマメの姿も確認されています。

これまで継続してきた案山子・黒テグス・キラ

キラテープ・監視活動による複合対策の成果が、

少しずつ形として現れ始めています。

KEY MESSAGE
川を見守る頼もしい仲間たち。10体体制は、継続的な保全活動の象徴でもあります。
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06 案山子10体体制

小菅川C&R;区間に、案山子10体を設置しました。これからも自然と渓流魚を守っていきましょう。
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07 情報発信活動

Instagramを中心に、活動報告、放流会案内、

カワウ対策報告、小菅川の魅力発信を継続して

います。

また、つり人の皆さまから寄せられる釣果情報、

魚影情報、カワウ飛来情報も活動を進めるうえ

で重要な情報源となっています。

皆さまから寄せられる現場の情報は、今後の対

策や効果検証において大きな力となっています。

KEY MESSAGE
小さな情報の積み重ねが、未来の小菅川を守る判断につながります。
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08 プロジェクト紹介

小さな一歩が未来を創る。 - 一枚のTシャツか

ら未来の小菅川へ -

このプロジェクトは、「応援することが川を守

る活動につながる仕組みをつくりたい」という

想いからスタートしました。

プロジェクトTシャツの売上の一部は、小菅村

漁協を通じて放流資金として活用されています。

皆さまからいただいた応援は、ヤマメ幼魚放流

会、渓流魚放流活動、渓流魚資源の保全活動な

ど、小菅川の未来につながる活動へ還元されて

います。

KEY MESSAGE
身につける応援が、川へ還る。Tシャツは活動を広げるための小さな旗印です。

守る。つなぐ。未来へ。 12



yamame to asobu 2026 活動報告書 Vol.02 2026年4月-6月

09 今後の活動

今後も小菅村漁協との連携のもと、ヤマメ放流活動、カワウ対策活動、環境保全活動、情報発信活

動、地域交流活動を継続してまいります。

また、2026年7月5日に開催される「第25回 大地の恵みまつり」へ、小菅村漁協 × yamame to

asobuとして共同出店を予定しております。

多くの方に小菅川の魅力や活動を知っていただき、未来の小菅川につながる仲間の輪を広げていき

たいと考えています。

KEY MESSAGE

次の活動へ。小菅川を知る人、楽しむ人、守る人の輪を広げていきます。
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10 ご協力のお願い

プロジェクトTシャツによる放流資金募集

現在、次の放流に向けた活動を進めています。皆さ

まからいただいた応援は、ヤマメを中心に、その時々

の状況に応じてイワナやニジマスなど、小菅川の未

来につながる渓流魚の放流資金として活用させてい

ただきます。

案山子用衣類（古着）募集

現在、案山子の増設およびメンテナンスに伴い、案

山子用衣類が不足しております。破れや傷みがある

ものでも大歓迎です。

レインウェア ベスト

ウェーダー ウェーディングシューズ

帽子 長袖シャツ

皆さまのご協力が、小菅川の魚たちを守る大きな力になります。
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11 あとがき

皆さまからいただいた応援、寄付、情報提供、

プロジェクトTシャツのご購入、案山子用衣類

のご提供。その一つひとつが、未来の小菅川に

つながっています。

本活動は、小菅村漁協をはじめ、地域の皆さま、

つり人の皆さま、そして活動に共感しご協力い

ただいた多くの皆さまによって支えられていま

す。心より感謝申し上げます。

私たちの活動はまだ小さな一歩かもしれません。

しかし、その一歩が積み重なることで、未来の

小菅川を守る大きな力になると信じています。

これからも、ヤマメが生きる川。人と自然がつ

ながる川。その豊かな未来を次の世代へつない

でいくため、一歩ずつ活動を続けてまいります。

2026年6月

yamame to asobu

KEY MESSAGE
小さな一歩が未来を創る。
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ヤマメが生きる川。

人と自然がつながる川。

その豊かな未来を、次の世代へ。

小菅村漁協公認リバーキーパー

yamame to asobu


